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①学校運営上
の課題

社会に開かれ
た教育課程へ

の対応

児童生徒がより広い視野を持
ち、主体的に学ぶため、教科指
導等における地域人材の確保
や連携が課題。

本事業のメニュー（地域
未来塾や放課後子ども教
室など）をフルに活用し、
地域の人材を活用するた
めに市内各地区コミュニ
ティセンターとの連携を深
めていく。

引き続き市内各小中学校に地域学校協
働活動推進員を配置し、地域の人材活
用、新たな人材の発掘に取り組む。また、
一部地区では学校と地域との会議を令和
７年度から月１回設定するなどの取り組
みを進める。

子どもの学力や社会性の向上に
資するとともに、地域あげての子
育て意識の向上を図ることがで
きる。

地域に開かれた教
育が実施できている
と感じる保護者の割
合

92 % 96 93
02　本年度の目標
値を下回り、取組
の工夫・改善が求

められる

目標の％には届かなかったが、前年より改善傾向がうかがえた。
今年度から推進員の変更が２校あったため、来年度は目標値が
さらに向上することが見込まれる。
今年度から致芳地区地域学校協働活動推進員が同地区コミュニ
ティセンター職員４名が行うこととなり、より地区と学校との結びつ
きが強くなり、本事業に参加する人数が増えた。その他の地区につ
いても学校運営協議会を核として地域と学校の連携を強化できた。
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②学校と地域
の課題

学校支援ボラ
ンティアの確

保・育成

子どもの減少、コロナ禍によ
り、子どもたちの内向的な傾向
が進み、地域活動にもなかな
か出てこなくなっている。

コロナ禍後、学校運営協
議会等で協議し、子ども
が参加できる行事をよう
やく再開できたため、さら
に活動を広げ子どもたち
の認知につなげて参加し
やすい雰囲気づくりをし
ていく。

各学校の運営協議会での議論（今後の
取組への展望）として、学校支援ボラン
ティアの確保とともに、学校を舞台とした
地域活動を子どもや迎えに来る親にも見
せ、R６は前年度に比べ参加者も増えた
事を踏まえ、実施回数を増やしさらなる活
動を進める。

地域活動を通して地域の大人と
触れ合うことにより、子どもの社
会性の向上に資するとともに、
地域あげての子育て意識の向
上、学校を舞台とした生涯学習
事業の展開を図ることができる。

地域行事へ子どもた
ちが参加していると
感じる保護者の割合

83 % 86 85
02　本年度の目標
値を下回り、取組
の工夫・改善が求

められる

コロナ前の活動に戻り、活動についての周知が広がった。しかし、
秋冬の感染症で学級閉鎖が多くなり、参加が減ったことが目標値
達成できなかった理由と推察できる。推進員を通して学校活動の中
に地区の活動の活動紹介を行うことで、子ども達や保護者が地区
の活動を多方面から理解し、参加しやすい雰囲気作りが醸成され
ている。続けて同活動をしていくことが、参加者の増加に繋がって
行くので持続可能な仕組みづくりもあわせて行っていく必要があ
る。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定
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